
心
学
思
想
と
文
学

蕃

山

・
梅

岩

・
江

戸

文
学

田

川

邦

子

通
常
心
学
と

い
え
ば
、
江
戸
時
代
中
期
京
都
の
石
田
梅
岩
に
始
ま
る
石
門
心

学
を
さ
す

の
が
普
通

で
、
町
人
の
た

め
の
人
生
哲
学
、
生
活
倫
理
、
社
会
教
化

運
動
で
あ
り
、
そ
の
思
想

の
根
底
は
三
教

(儒
仏
神

)

一
致
で
あ
る
。

諸
思
想

の

一
致
を
然
ら
し
め
る
論

理
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
恣
意
的

で
多
く

の
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。
通
俗
儒
学
、
通
俗
道
徳
哲
学
と
も

い
わ
れ

る
の
は
、
対
象
が
町
人
や
農
民

(
後
に
は
武
士
も
加

わ
る
)
で
あ
り
、
分
り

や
す
さ
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
に
も

よ
る
だ
ろ
う
。
従

っ
て
厳
密
に
検
討
す
れ

ば
、
そ
の
思
想
内
容
は
論
理
的
明
確

さ
を
欠
く

の
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
。
広

範
な
信
奉
者
を
集
め
、
影
響
も
大
き

か

っ
た
わ
り
に
は
、
思
想
史
上
高

い
位
置

づ
け
が
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
事
情

は
最
近
ま
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

源
了
圓
に
よ
れ
ば
江
戸
時
代
の
思

想
は
、
〈
心
〉
の
思
想
か
ら

〈物
〉
の
思
想

　　

ユ
　

へ
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
展
開
す
る
と

い
う
。

儒
学
で
は
江
戸
初
期

の

「心
学

・
心
法
の
学
」
か
ら
、
中
期
の
経
験
合
理
主

義

へ
の
転
換
、
さ
ら
に
社
会
を
制
度

と
し
て
捉
え
る
徂
徠
流

「礼
楽
」

の
思
想

が
広
が
り
、
そ
れ
を
文
字

に
よ

っ
て
正
す
考
証
主
義
は
、
も
ち
ろ
ん
古
曲
ハと
し

て
の

〈物
〉
を
追
求
す
る
思
想
で
あ

る
。
古
典
解
明
は
中
国
の
四
書
五
経
に
と

ど
ま
ら
ず
、
や
が
て
日
本

の
古
典
を
対
象
に
広
が
り
、
国
学
の
基
礎
を
確
か
な

も
の
に
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
〈物
〉
の
思
想
は
古
典
の
世
界
か
ら

具
体
的
事
物

の
世
界
、
さ
ら
に
自
然

へ
と
広
が
り
、
こ
れ
が
江
戸
中
期
か
ら
後

期
の
学
問
や
思
想
の
中
軸
を
な
し
て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
場
合

〈物
〉
と
い
う

の
は

〈
物
質
〉
の
意
味
に
の
み
と
ど
ま
ら
な
い
。

ω
中
国
お
よ
び
日
本

の
古
典

②

「礼
楽
」
や

「法
」
な
ど
の
制
度

㈹
自
然

科
学
や
技
術
な
ど
で
、
そ

こ
に
真
理
が
宿
る
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
後
期

の
学

芸
は
こ
の

〈
物
〉

の
思
想
の
基
盤
に
お
い
て
開
花
し
た
。

〈物
〉
の
反
対
側

に
あ
る
の
は

〈心
〉
で
あ
り
、
〈物
〉
の
思
想
は

〈
心
〉

の
思
想
を
否
定
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
と
い
う

の
は
、
儒
学
の
面
で
い
え
ば

伊
藤
仁
斎
、
荻
生
徂
来
、
太
宰
春
台
な
ど
に
よ
る
朱
子
学
批
判
の
流
れ
を
見
れ

ば
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
今
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
る
余
裕
は
な
い
。

石
門
心
学
は
江
戸
中
期
か
ら
後
期
、
〈
物
〉
の
思
想
が
広
く
世
に
行
き
わ
た

る
時
期
に
再
形
成
さ
れ
た

〈心
〉
の
思
想

の
運
動
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

石
門
心
学

の
創
始
者
石
田
梅
岩

の
思
想
の
中
心
は

『都
鄙
問
答
』
の
巻
之
二
、

三
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は

学
問
ノ
至
極
ト
イ
フ

ハ
、
心
ヲ
盡
シ
性
ヲ
知
リ
、
性
ヲ
知

レ
バ
天
ヲ
知

ル
。

天
ヲ
知

レ
バ
、
天
即
孔
孟
ノ
心
ナ
リ
。
孔
孟
ノ
心
ヲ
知
レ
バ
宋
儒
ノ
心
モ

一

ナ
リ
。

一
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
註

モ
自
合

(ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
カ
ナ
)
フ
。
心
ヲ
知

ル
ト

キ

ハ
天
理

ハ
其
中

二
備
ル
。

(『同
』
巻
之
二

日
本
古
典
文
学
大
系

『近
世

思
想
家
文
集
』
所
収
)
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と
い
う
。
ま
た
、

性
ヲ
知

ル
ハ
学
問
ノ
綱
領
ナ
リ

(
『同
』
巻
之

一
)

と
か
、

心
ヲ
知

ル
ヲ
学
問

ノ
初
メ
ト
云
。

(然
ル
ヲ
)
心
性
ノ
沙
汰
ヲ
除

(
ノ
ゾ
イ

テ
)、
外

二
至
極

ノ
学
問
有

コ
ト

ヲ
知
ラ
ズ
。
万
事

ハ
皆
心

ヨ
リ
ナ

ス
。
心

ハ
身
ノ
生
ナ
リ
。
(
『同
』
巻
之

一
)

天
ノ
心

ハ
人
ナ
リ
。
人
ノ
心

ハ
天
ナ
リ
。
此
故

二
古
今

二
通
テ

一
ナ
リ
。

(『同
』
巻
之
三
)

と
も

い
う
。

並
記
す
る
だ
け
で
は
捉
え
難

い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
「天
ヲ
知
レ
バ
天
即
孔
孟

ノ
心
モ

一
ナ
リ
。
孔
孟
ノ
心
ヲ
知

レ
バ
宋
儒
ノ
心
ナ
リ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
宋
学

の
思
想
が
彼

の
学
問
の
基
底
に
あ
る
こ
と
を
い
ち
応
認

め
て
よ

い
だ
ろ
う
。

厳
密
な
意
味
で
の
朱
子
の
理
気
論

が
、
わ
が
国
に
ど
れ
ほ
ど
定
着
し
て
い
た

か
は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し

て
も
こ
の
梅
岩

の
言

い
か
た
に
は
ず

い
分

大
ま
か
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「心
ヲ
知

ル
」
と

「性
ヲ
知
ル
」
が
同

一
の
こ

と
の
よ
う
に
言
わ
れ
、
そ
の
間
に

ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
梅
岩
が
朱
子
の
学
説
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

は

「心
」
と

「性
」
の
差
異
に

つ
い
て
質
問
を
受
け
た
と
き
、

心
ト
イ

ヘ
バ
性
情
ヲ
兼
、
動
静
体
用
ア
リ
。
性
ト
イ

ヘ
バ
体

ニ
テ
静
ナ
リ
。

心

ハ
動
テ
用
ナ
リ
。
心
ノ
体
ヲ
以

テ
イ

ハ
ぐ
性

二
似
タ
ル
所
ア
リ
。
心
ノ
体

ハ
ウ
ツ
ル

マ
デ

ニ
テ
無
心
ナ
リ
。
性

モ
亦
無
心

ナ
リ
。
心

ハ
気

二
属
シ
、

性

ハ
理

二
属

ス
。
理

ハ
万
物

ノ
中

ニ
コ
モ
リ
顕

ル
・
コ
ト
ナ
シ
。
心

ハ
顕

レ
テ
物
ヲ
ウ
ツ
ス
。
(「
石
田
先

生
語
録
」
『
石
田
梅
岩
全
集
』
上
巻
五
二
入

頁
)

と
、
朱
子

の
理
気
存
在
論
に
即
し

て
妥
当
な
回
答
を
与
え
て
い
る
の
を
見
れ
ば

わ
か
る
。

し
か
し
、

心
ヲ
尽
シ
性
ヲ
知
リ
、
性

二
至
リ
、
其
性

二
従
所
ヲ
行

フ
ナ
リ
。
心

ヨ
リ
行

二
至

ル
ニ
非
ズ
。
性

二
従
フ
心
ヲ
以
テ
行
ヒ

ユ
ク
ナ
リ
。
如
レ斯
ナ
レ
バ
心
ヲ

尽
シ
性
ヲ
知
リ
、
性
ヲ
師
匠
ト
シ
テ
行
フ
。
是
道
ナ
リ

(『
同
』
五
三
二
頁
)

と
、
心
学

の
重
要
な
実
践
課
題
で
あ
る
、
「心
」
と

「行
ヒ
」
の
問
題
に
及
ぶ

と
き
、
梅
岩

の
心
学
は
朱
子
学
の

「性
即
理
」

の
規
範
を
は
ず
れ
、
別

の
経
験

的
実
際
的
次
元

へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

「心

ハ
気

二
属
シ
、
性

ハ
理

二
属

ス
」
と
梅
岩
も
い
う
よ
う

に
、
朱
子
学
で

は
存
在
論
と
し
て
は

「
理
気

二
元
論
」
で
あ
り
、
「性
」
は

「理
」
に
基
く
故

に

「性
即
理
し
で
、
こ
れ
は

「気
」

の
系
列
と
は
対
峙
す
る
も
の
で
あ
る
。

「理
」
と
は
宇
宙
万
物
を
総
体
的
に
捉
え
た
場
合
、
こ
れ
を
あ
る
べ
き
よ
う

に
あ
ら
し
め
て
い
る
太
極
、
根
本
原
理
の
こ
と
で
、
そ
の

「
理
」
が
個
物
に
浸

透
し
、
個

々
の
事
物
を
あ
る
べ
き
よ
う
に
あ
ら
し
め
て
い
る
の
が

「性
」
で
あ

る
。

で
あ
る
か
ら

「
理
」
も

「性
」
も
朱
子
学
で
は
、
宇
宙
万
物
を
あ
る
べ
き

よ
う
に
あ
ら
し
め
て
い
る
根
本
原
理
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な

い
。

さ
て
人
間

の
心
を
問
題
と
す
る
場
合
、
人
間
は
あ
く
ま
で
個
別
的
存
在
で
あ

る
か
ら
、
個
別
的
存
在
に
お
け
る

「
理
」、

つ
ま
り

「性
」
が
問
題
に
な
る
。
朱

子
学

で
は
こ
の

「性
」
を

「気
質
の
性
」
と

「本
然

の
性
」
に
分
け
る
の
で
あ

る
が
、
規
範
に
な
る
の
は
勿
論

「本
然

の
性
」

の
方
で
あ
る
。
「気
質
の
性
」

に
は
、
「気
」
か
ら
生
ず
る

「情
動
」
の
意
味
合
い
が
含
ま
れ
る
だ
け
に
、
天
理

に
叶
う

「本
然

の
性
」
と
の
間
に
は
懸
隔
が
あ
る
。
「本
然
の
性
」
の
内
容
は
仁
・

義

・
礼

・
智

・
信

(五
徳
)
で
あ
り
、
こ
の
規
範
た
る
べ
き

「性
」
に
た
ち
返

る
こ
と
が
、
儒
教
の
道
徳
倫
理
で
は
も

っ
と
も
重
要
な
こ
と
と
さ
れ
る
。

朱
子
に
よ
れ
ば
、
人
間

の
み
な
ら
ず
宇
宙
の
万
物
す

べ
て
が

「
理
」
ま
た
は

「性
」
と

い
う
、
本
然
の
原
理
、
規
範
性
に
よ
り
秩
序
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、

こ
の

「静
」
的

「未
発
」

の
原
理
が

「動
」
に
転
化
す
る
と
き
、
宇
宙
万
物
は

さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
生
起
さ
せ
、
循
環
し
変
転
す
る
。

こ
れ
ら
動
的
形
而
下
的
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諸
現
象
と
し
て
表
面
に
現
わ
れ
る
も

の
が
、
「気
」
の
系
列
に
属
す
る
も
の
な
の

で
あ
る
。
人
間
に
つ
い
て
言
え
ば
、
道
徳
的
規
範
で
あ
る

「本
然
の
性
」
に
は

至
ら
な

い
日
常
的
世
俗
的
な
気
分
、

つ
ま
り
感
情
や
人
欲
を
指
す

こ
と
に
な
る
。

朱
子

の
思
惟
の
根
本
は

「
理
気
二
元
論
」
で
、
「理
」
と

「気
」
は
分
断
さ
れ

て
お
り
、
簡
単
に

一
致
統
合

で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
人
間

(少
く
と
も
士
太

夫
階
級
)
は
、
は
じ
め
か
ら

「本
然

の
性
」
た
る
規
範
を
内
面
化
す
る
生
き
方

を
至
上

の
義
務
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
聖
人
君
子
に
至
る
道

で
も
あ

っ
た
。

な
ま
身

の
人
間

の

「心
」

の
問
題
は
別
の
次
元
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
と
い
う

よ
り
そ
れ
は

「
人
欲
」
で
あ
る
か
ら
、
「本
然

の
性
」
(規
範
)
と
は
対
立
す
る

も

の
と
し
て
、
は
じ
め
か
ら
退
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
本
来

「気
」
に
属
す

る

「
心
」
に
つ
い
て
、
梅
岩
が

「
心
ヲ
尽

シ
テ
性
ヲ
知
リ
、
性

二
至
」
る
と
い
う

と
き
、
朱
子
学
の
体
系
か
ら
見
れ
ば
逸

脱
で
あ
る
。
「心
」
を
問
題
と
す
る

こ
と
で
彼
は

「気
」
か
ら

「性
」

へ
、
分
断

の
懸
隔
を
乗
り
越
え
、
両
者
の
間
に
可
能
な
通
路
を
開

い
て
し
ま
う

の
だ
。
感

情
や
欲
望
を
含
む
ゆ
え
、
朱
子
学

に
は
軌
範
か
ら
遠
い
と
さ
れ
る

「心
」
が
、

-軌
範
と
合
致
す
る
方
法
を
模
索
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
梅
岩
が

「
心
」
の
問
題
を

、
生
活
者

の
立
場
で
考
え
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
朱
子
の
思
想
は
士
太
天
階
級
、
知
識
人
階
級

の
高
邁
な
自

恃
に
よ
り
可
能
と
な
る
も

の
で
、
農
村
出
身
者

で
、
人
生

の
第

一
歩
を
幼
年
時

代
、
京
都

の
商
家

の
奉
公
生
活
か
ら

踏
み
出
し
た
梅
岩
に
は
、
「心
」
の
問
題
は

ま
ず
は
生
活
や
経
験
の
次
元
の
問
題

で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
都
市
庶
民
の

商
業
活
動
や
人
間
関
係
の
あ
り
よ
う

は
、
伝
統
的
村
落
共
同
社
会
と
も
、
ま
た

生
産

の
場
を
離
れ
る
こ
と
で
か
え

っ
て
政
治
的
社
会
的
権
威
を
強
化
し
た
武
士

階
級
と
も
異
な
り
、
ま

っ
た
く
新
し

い
も
の
で
あ

っ
た
。

梅
岩
の

「心
」
の
哲
学
、
つ
ま
り
心
学
の
課
題
は
こ
れ
ら
の
町
人
庶
民
層
が

形
成
す
る
社
会
的
人
間
的
諸
関
係
を
冷
静
に
見
つ
め
、
そ
れ
ら

の
関
係
の
中
に

生
活
す
る
人
々
の
た
め
に
、
い
か
に
優
れ
た
内
的
規
範
を
確
立
す
る
か
に
あ

っ

た
。

い
わ
ば
町
人
の
た
め
の
道
徳
哲
学
の
確
立
を
目
ざ
し
た
わ
け
で
あ
る
。

で

あ
る
か
ら
彼

の
心
学

の
道
場
は
知
識
人
む
き
な
内
面
観
照
の
場
で
も
な
く
、
ま

た
単
な
る
徳
目
説
諭

の
場

で
も
な
く
、
ひ
ら
た
く
言
え
ば
如
何
に
生
き
る
か
の

問
題
を
、
規
範
と
の
調
和
を
考
慮
し

つ
つ
、
実
際
に
即
し
て
共
に
考
え
模
索
す

る
、
実
践
的
学
問
の
場
な
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
そ
の
学
問
や
思
索
の
質
と
枠
組
み
を
決
定
す

る
言
葉
が
、
儒
学
か
ら

選
び
取
ら
れ
る
の
は
、

一
般
的
に
い
っ
て
儒
教
思
想

こ
そ
、
江
戸
時
代

の
人
間

の
道
徳
上

の
指
針
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

梅

岩

は

人

間

は
ま

ず

「
心

ヲ
知

ル
」

こ

と

が

肝

要

だ

と
す

る
。

で

は

そ

の

「
心

」

と

は

何

か
。

ま

ず

、

心

ヲ

知

ル
ト

キ

ハ
天

理

ハ
其

中

二
備

ル

(前

出

)

天

ノ

心

ハ
人

ナ

リ
。

人

ノ

心

ハ
天

ナ

リ
。

此

故

二
古

今

二
通

テ

一
ナ

リ

(
前

出

)

と

い
う

よ
う

に
、

「
心

ヲ

知

ル
」

こ

と

は

「
天

ヲ
知

ル
」

こ
と

に

通

じ

る

と

い
う

、

天

人

合

一
の
系

列

中

に

「
心

」

の
所

在

を

置

く

の
を

見

る

こ
と

が

で

き

る
。

さ

ら

に

、オ
ト
モ
ナ
ク
カ
モ
ナ
ク

タ
イ

「
無

声

無

臭

」

(
『太

極

図

説

』

の
言

葉

)

シ
テ
萬

物

ノ
體

ト

成

ル
物

ヲ

、
暫

名

ヅ

ケ
テ

、

乾

ト

モ
、

天

ト

モ
、

道

ト

モ
、

理

ト

モ

、

命

ト

モ

、

性

ト

モ
、

ス
ベ

仁
ト
モ
云
。
擔
テ
イ

ヘ
バ

一
物
ナ
リ
。
(
『都
鄙
問
答
』
巻
之
二
)

に
よ
れ
ば
、
乾

11
天
11
道
H
理
ー1
命
ー1
性

H
仁
す
べ
て
が

一
物

一
体

で
、
人
間

の

「本
心
」
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

人

ハ
全
体

一
箇
ノ
小
天
地
ナ
リ
。
我
モ

一
箇
ノ
天
地
ト
知
ラ
バ
、
何

二
不

足
ノ
有

ベ
キ
ヤ
。
(
『同
』
巻
之
三
)

で
、
天
地
万
物
と
人
間
の

「本
心
」
の

一
物

一
体
観
、
こ
の
中
に
は
規
範
も
自

然
法
則
も
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
わ
け
で
、
理
窟
抜
き
の
直
観
的
方
法
に
よ
る
統

(31)



合
、
徹
底
し
た
唯
心
主
義

で
あ
る
。

「天
」
と
は
至
高
絶
対

の
普
遍
的

規
範
で
あ
り
、
「心
ヲ
知
ル
」
と
は
そ
の
よ

う
な
無
私
無
欲

の
絶
対
性
を
己
れ

の
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

心
を

「無
」
に
し
て

「
天
地
」
自
然

と
の
合
体
を
は
か
る
こ
と
が
、
「
心
ヲ
知

ル
」
の
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
夏
目
漱
石
の

「
則
天
去
私
」
を
思
わ
な

い
わ
け

に
は
い
か
な

い
。
最
も
日
本
人
的
な

「
心
」
の
問
題
の
解
決
処
理
の
方
法
と
し

　　
　
　

て
、
梅
岩
と
漱
石
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
加
藤
周

一
も
指
摘
し
て
い
る
。
漱

石
は
近
代
知
識
人
と
し
て
内
的
苦
難
を
幾
重
に
も
体
験
し
た
あ
と
、
晩
年
に
は

禅
に
よ
り

「心
」

の
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
し
た
。
近
代
以
前

の
梅
岩
に
は
、

「
心
」
の
悟
り
は
帰
結
で
は
な
く

て
出
発
点
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
禅
を
も
含
め
、

悟
り
に
よ
る
自
己
確
立
の
方
法
、

つ
ま
り

「見
性
」
・
「心
法
」
な
ど
と
称
さ
れ

る
も
の
が
、
近
代
以
前
は
誰

の
前
に
も
開
か
れ
て
お
り
特
殊
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
近
代
以
前

の
思
想
家
梅
岩
は
、
入
間
の
自
律
性

と
自
己
確
立
の
方
法
を
、
東
洋
人

の
誰
も
が
多

か
れ
少
な
か
れ
関
心
を
持

っ
て

き
た
宗
教
的
回
心
に
よ

っ
た
わ
け

で
あ
る
。

師
了
雲
に
語
れ
ば
、
了
雲
は
即
座

に
否
定
す
る
。

「汝
我
性
は
天
地
萬
物
の
親
と
見
た
る
所

の
目
が
残
り
あ
り
、
性
は
目
な
し

に
て
こ
そ
あ
れ
、
其
目
を
今

一
度
は
な
れ
き
た
れ
」
(
『同
』
)

と

い
う

の
が
そ
の
否
定
の
理
由
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
そ
こ
に
は
ま
だ

〈
認
識
の

目
〉
が
残

っ
て
い
る
か
ら
駄
目
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

梅
岩
は
さ
ら
に
苦
し
い
問

い
つ
め
を
重
ね
、

一
年
余
を
経
て
真
の
見
性
を
得
、

臨
終
の
床
に
あ
る
了
雲
と
も
、
全
き
心
の
通

い
合

い
に
達
し
た
よ
う

だ
。

小
栗
了
雲
は
近
世
史
上
に
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
人
物

で
、
経
歴
人

物
共
に
分
ら
な
い
こ
と
が
多

い
が
、
武
家
出
身
で
事
情
が
あ

っ
て
浪
人
し
、
京

　　
　
　

都
市
中
に
隠
遁
す
る
人
で
あ

っ
た
と
い
う
。
「性
理
の
蘊
奥
を
究
め
且
釈
老
の
学

に
通
じ
」
(
「石
田
先
生
事
蹟
」
附
録

「姓
名
爵
里
」
)
と
あ
る
か
ら
、
儒
学
と
仏
教

の
両
面
に
深
い
教
養
を
有
し
た
と
見
ら
れ
る
。
黄
檗
派
の
禅
を
修
め
た
人
と
も
、

普
化
宗
に
属
し
た
と
も
い
わ
れ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
そ

の
教

養
か
ら
見
て
、
自
己

の

「心
」
を
知
る
た
め
の
内
省
と
省
察
は
、
宋
儒
で
い
う

「
心
法
」
と
、
禅

の

「見
性
」
の
混
合
の
上
に
成
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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具
体
的
に
は
京
都
市
中
に
隠
棲
す

る
、
最
近
の
研
究
で
は
普
化
宗

の
僧
で
あ

　　

ヨ
　

っ
た
と
さ
れ
る
小
栗
了
雲
な
る
人
物
が
、
梅
岩

の
自
性
見
識
の
師
で
あ

っ
た
。

記
録

の
上
か
ら
彼
は
前
後
二
回
、
了
雲
と
の
間
に
緊
迫
し
た
対
話
を
交
わ
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

」

も
ち
ろ
ん
そ
の
前
後
に
は
長

い
期
間
に
亘
る

「性
」
に
つ
い
て
の
問

い
つ
め

あ
るじ

 が
あ
り
、
師
了
雲
と
の
間
に
も
度
重

な
る
質
疑
応
答
が
あ

っ
た
。
「身
の
主
」
で

あ
る
自
己
の

「心
」
を
知
る
た
め

の
真
剣
な
問

い
つ
め
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
る

日
あ
る
時
、
俄
か
に
悟
り
の
瞬
間
が
訪
れ
る
。

『都

鄙
問
答
』
(
巻
之

一
)
や

「
石
田
先
生
事
蹟
」
(
『石
田
梅
岩
全
集
』
下
巻
)
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
四
十
歳
の
正

月
故
郷
に
帰
り
、
病

の
母
親
を
看
病
す
る
折
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「性
は
是
天
地

万
物
の
親
」
(『同
』
)
と
い
う
の
が
そ

の
時
の
梅
岩
の
悟
り
で
、
京
都
に
戻
り
早
速

宋
儒
で

「心
法
」
と
い
う

の
は
、
心
の
体

(本
然
の
性
で

「理
」
に
属
し
、

仁
義
礼
智
信
を
内
容
と
す
る
)
を
存
養
し
、
心

の
用

(
「
気
」
に
属
す

る
。
情

〈良
性

の
感
情
〉
や
、
人
欲
も
含
む
)
を
省
察
す
る
内
省

の
法

で
あ

る
。
「
見

性
」
は
禅

の
常
用
語
で
、
自
己
に
本
来
具
わ
る
仏
性
の
本
源
を
見
極
め
る
こ
と

を
指
す
。
片
や
聖
人

の
心
、
こ
ち
ら
は
仏
性
で
あ
る
が
、
梅
岩
は
、

神
儒
佛
ト
モ
ニ
、
悟

ル
心

ハ

一
ナ
リ
。
何

レ
ノ
法

ニ
テ
得

ル
ト
モ
、
皆
我

心
ヲ
得

ル
ナ

リ

(
『都
鄙
問
答
』
巻
之
三
)

と
、
三
教

一
致
の
論
を
言
う
。
し
か
し
こ
れ
は
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
し
て
の
三
教

一
致
で
は
な

い
。

各
思
想
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色

が
あ
る
が
、
内
省

の
主
体
は

一
個

の
人
間
で
あ

る
か
ら
、
幾
通
り
も
の
使

い
分
け
を
実
験
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

「心
法
」



に
し
ろ

「
見
性
」
に
し
ろ
、
東
洋
人

が
自
己
の
心
を
省
察
し
本
源
の
性
に
立
ち

帰
ろ
う
と
す
る
折
の
基
本
的
方
法

で
あ
る
か
ら
、
彼

の
場
合
三
教

一
致
は
経
験

を
通
し
て
の
結
果
論
で
あ
る
。
各
思
想
の
長
所
を
集
め
、
理
論
的
に
再
構
築
を

企
て
る
な
ど
と
は
異
な
る
。
大
切
な

こ
と
は
真
の
自
性
見
識
の
目
を
開
く
こ
と

に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
仏
教
、
こ
と
に
禅
の

「
見
性
」
は
理
論
や
認
識
を
超
え
、
直
観
を
重

ん
じ
る
か
ら
、
人
間
の
心
と
い
う
厄
介
な
も

の
を
相
手
に
す
る
限
り
逆
に
普
遍

性
が
あ
る
と
も

い
え
る
。
ま
た
こ
の
普
遍
性
は
常
に
神
秘
の
べ
ー

ル
を
纒

っ
て

い
る
点
で
も
魅
力
的
で
あ
る
。
究
極

的
に
は
体
験
者
個
人
に
の
み
理
解
で
き
る

と
い
う
点
で
、
あ
く
ま
で
個
人
の
領
域
に
属
し
て
い
る
か
ら
、
〈個
V
と
い
う
も

の
を
確
立
す
る
と
き
、
禅
は
強
力
な
支
え
と
な
る
場
合
が
多

い
。
仏
教
を
除

い

て
の
三
教

一
致
が
成
り
立
ち
難
い
の
は
、
中
世
以
来

の
思
想
的
伝
統
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
特
に
こ
う

い
う
禅

の
持

つ
ラ
ジ
カ
ル
な
側
面
が
、
強
い
は
た
ら
き

を
持

つ
か
ら
で
あ
る
。

石
田
梅
吉
の
思
想
形
成

に
影
響
を
与
え
た
小
栗
了
雲
と
の
出
会

い
や
、
そ
の

「見
性
」
体
験
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
、
梅
岩
み
ず

か
ら
ま
た
そ
の
弟
子
た
ち

に
よ
り
、
『都

鄙
問
答
』
『語
録
』
『事
蹟
』
な
ど
に
、
そ

の
い
き
さ

つ
が
割
合

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
近
世
人
の
自
個
確
立
の
原
体
験
の
型

が
こ
こ
に
は
あ
り
、
分
り
や
す

い
か
ら
で
、
石
門
心
学
思
想
の
検
討
に
つ
い
て

は
い
ま
は
別
の
こ
と
と
し
て
お
き
た

い
。

見
性
に
よ
り
本
然
の

「心
」
を
悟
り
得
た
瞬
間
に
つ
い
て
は
、

あ
る
夜
深
更
に
お
よ
び
、
身

つ
か
れ
臥
し
た
ま
ひ
、
夜
の
明
け
し
を
も
し

ら
ず
、
臥
し
ゐ
給
ひ
し
に
、
雀
の
な
く
声
き
こ
え
け
る
。
其
時
腹
中
は
大
海
の

静

々
た
る
ご
と
く
、
ま
た
青
天
の
如
し
。
其
雀

の
啼
け
る
声
は
、
大
海
の
静

静
た
る
に
、
鵜
が
水
を
分
け
て
入

る
が
ご
と
く
に
覚
え
て
、
そ
れ
よ
り
自
性

見
識
の
見
を
離
れ
給
ひ
し
と
な
り

(「
石
田
先
生
事
蹟
」

『
石
田
梅
岩
全
集
』

下
巻
六
二
三
頁
)

と
弟
子
に
よ
り
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
「性
は
目
な
し
に
こ
そ
あ
れ
」
と
、
師
了

雲
か
ら
厳
し

い
批
判
を
受
け
て
後
、

一
年
余
を
経
て
か
ら
で
あ
る
。

「腹
中
は
大
海
の
静

々
た
る
如
く
」
ま
た

「青
天
の
如
し
」
と
は
、
天
人
合

体

の
体
験
的
実
感
で
あ
ろ
う
が
、
言
え
る
こ
と
は
そ
れ
ま
で
で
、
こ
の
よ
う
な

宗
教
的
回
心
は
ま

っ
た
く
個
人
の
領
域
に
属
す
る
の
で
、
そ

の
是
非
に
つ
い
て

論
評
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
梅
岩

の
弟
子
に
は

「
男
女
老
少
弐
百
餘
人
」
が
、

「
自
己
の
性
を
知
る
」
見
性
体
験
を
持

っ
て
い
た
事
実
で
あ
る

(
「石
田
先
生
事

蹟
」
に
よ
る
)。
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
回
心
が
、
心
学
道
場
で
は
必
須
の

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

梅
岩
は
教
育
者

で
あ
り
実
践
家
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

「
見
性
」
に
よ

る
自
己
確
立
を
最
終
の
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

こ
の
体
験
を
現
実

の
場
に
も
ど
し
て
の
、
実
践
的
生
活
と
教
育
こ
そ
彼
に
は
重
要
な
仕
事
で
あ

っ

た
。

こ
れ
は
弟
子
た
ち
に
と

っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ

っ
た
は
ず
。
「自
己
の
性
を

知
る
」
は
、
生
活
的
実
践
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
高
め
る
た
め
の
、
内
的
精
神

的
裏
づ
け
を
得
る
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「心
法
」
は
白
楽
天

の
詩

「送
兄
弟
迴
雪
夜
」
に
、
「
…
…
頃
刻
堪
愁
絶
。

迴
念
入
坐
忘
。
転
憂
作
禅
悦
。
平
生
流
心
法
。
正
為
今
宵
設
。
」
(
『全
唐
詩
』

第
十
三
冊
)
と
も
あ
る
よ
う
に
、
禅

に
か
か
わ
る
言
葉
で
、
こ
れ
が
宋
儒
で
は

心
の
体

(「
理
」
に
属
す
る
)
と
用

(「気
」
に
属
す
る
)
に

つ
い
て
の
内
省
を

意
味
す
る
言
葉
と
な

っ
た
も

の
で
あ
る
。

宋
儒
で
は

「
性
即
理
」
で
、
内
省

は

「本
然
の
性
」
(聖
人
の
道

)
を
得
る

の
を
目
的
と
し
て
お
り
、
直
接
文
学
と
場
を
共
有
す
る
の
は
難
し

い
。

梅
岩

の
心
学
は
朱
子
学
的
存
在
論
に
よ
る
か
に
彼
自
身
は
言
う

が
、
内
容
は

「心
即
性
」
で
、
朱
子
の
理
気
分
断
論
は
無
視
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
内
面
経

験

の
実
体
は
禅

の

「見
性
」
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
は
触
れ
た
。
儒
学

(33)



の
側
か
ら

い
え
ば
、
内
容
的
に
は
む
し
ろ
熊
沢
蕃
山
な
ど
陽
明
学
派
の

「心
即

理
」
に
近
く
、
そ
こ
か
ら

の
影
響

を
指
摘
す
る
発
言
も
あ
る
が

(中
村
三
敏

『戯
作
研
究

』
)、
こ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

⇔

陽
明
学

の

「心
即
理
」

の
学
説
が
、
王
陽
明
そ
の
人
の
朱
子
学
に
基
く
徹
底

し
た

「心
法
」
体
験
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
、
朱
子
学
批
判
の
学
説
で
あ
る
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
は
中
国
儒
教
史
上
の
話
で
、
日
本
の
近
世
思
想
史
で
は
二
つ
の

学
派
は
ほ
と
ん
ど
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
り
、
学
派
の
発
展
段
階
の
差

異

の
相
と
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
た
か
判
ら
な

い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
し
か
し
心
法
を
と
り
わ
け
重
視
す
る
熊
沢
蕃
山
は
、

惑
を
解
こ
と
の
多
き
を
理
学
と
い
ひ
、
心
を
お
さ
む
る
こ
と
の
多
き
を
心
術

シ
ン

テ
も

と
い
ふ
。
奏
火

(始
皇
帝
の
焚
書

坑
儒
の
こ
と
1
筆
者
)
に
経
そ
こ
ね
た
り
。

か
ん
じ
ゅ

い

た
ん

故
に
漢
儒
の
功
は
訓
話
に
あ
り
。
其
後
異
端

(道
家
と
佛
教
ー
同
)
お
こ
り

て
、
世
に
ま
ど
ひ
多
し
。
故
に
宋

儒
の
学
は
理
学
に
あ
り
。
ま
ど
ひ
と
け
て

心
に
か

へ
る
。
故
に
明
朝

の
論

は
心
法
に
あ
り

(
『集
義
和
書
』
巻
第

一

日
本
思
想
大
系
30
)

と
、
道
統

の
展
開
を
歴
史
的
必
然
の
相
と
し
て
と
ら
え
た
う
え
、

ぐ

せ
つ

む
か
い

な
る

は
っ

愚
拙
、
自
反
慎
独
の
功

の
、
内
に
向
て
受
用
と
成
事
は
、
陽
明
の
良
智
の
発

き

と
り

起
に
取
、
惑
を
弁
る
の
事
は
、
朱
子
窮
理
の
学
に
よ
り
侍
り
。
(
『同
』
巻
第

八
)

と
、
心
法
慎
独

の
受
用
実
行
に
は
陽
明

の
思
想
に
依
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

儒
者
の
な
か
に
も
心
法
を
と
り
わ
け
重
視
す
る
陽
明
学
派
の
存
在
は
、
確
か

に
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
内
面
観
照
の
論
理
が
文
学
に
直
接

重
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
が
、
ま

っ
た
く
無
関
係
と
も
思
え
な

い
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
点
中
野
三
敏
氏
の
熊
沢
蕃
山
の
心
学
思
想
と
、
講
義
本
作
者
佚
斎
樗

山

の
作
品
と
の
か
か
わ
り
を
求
め
る
研
究
は
、
評
価
さ
れ
る
。

蕃
山
の
心
学
理
論

は
そ
の
著

『集
義
和
書
』
(巻
第
六
)
の

「心
法
図
解
」

に
詳
し

い
。

こ
れ
は

「天
道
」
「人
道
」
「心
法
」
「
凡
心
」
「
悟
道
」
「禽
獣
」

の
六
つ
を
図
解

で
示
し
、
解
説
を

つ
け
た
も
の
で
、
彼

の
宇
宙
観

(天
の
理
)、

人
間
観

(
天
人
合

一
の
思
想
)
、
ま
た
そ
れ
を
背
景
に
成
り
立

つ
人
間
の
内
的

省
察

(心
法
)
の
あ
る
べ
き
位
相
を
示
す
も

の
と
し

て
重
要

で
あ

る
。
当
然

「理

.
気
」
論
に
依
る
わ
け
で

「理
」
は
口
、
「気

」
を
○
で
表
わ
し
、
例
え
ば

「
天
道
」
図
で
こ
の
二
つ
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
は
、
「
太
虚
は
理
気
」
の
渾
融
で

あ
る
か
ら
だ
と
す
る
。
朱
子
の
思
想
は
理
気
分
断
的
、
「太
虚
太
極
」
は
理
の

み
で
、
理
の
超
越
性
が
非
常
に
高

い
の
に
対
し
、
両
者
を
重
ね
合
わ
せ
て

「渾

融
」
を
云
い
、
し
か
も

「気
」
の
円
中
に

「理
」

の
口
が
小
さ
く
納
ま
る
図
を

眺
め
る
と
、
蕃
山
に
お
い
て
は

「理
」

の
超
越
性
よ
り
も
、
「気
」
の

「流
行
活

動
」
の
相
が
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
今

は
こ
の
点
に
は
触
れ
な

い
こ
と
に
し
て
お
き
た

い
。

文
学
に
か
か
わ
る
視
点
か
ら
重
視
さ
れ
る
の
は
、
「人
道
」
「心
法
」
「凡
心
」

「悟
道
」
の
四
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
人
間
の
心
の
、
ま

た
は
内
面
凝
視

の
位
相
に
つ
い
て
の
認
識
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
う
ち

「人
道
」
は

「天
理
」
を
裏
返
し
た
と
こ
ろ
に
把
握
さ
れ
る

人
間

の
理
想
図
、
つ
ま
り

「
天
人
合

一
」
の
位
相
を
示
し
た
も
の
で
、
「天
理

未
発

の
中
」
ま
た
は
人
間
本
然

の
性
と
さ
れ
る
五
徳
(仁

・
義

・
礼

・
智

・
信
)

に
つ
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
人
間
の
情
(惻
隠

・
恭
敬

・
羞
恥

・
是
非

・
至

誠
)が
示
さ
れ
る
な
ど
、
文
学

と
い
う
よ
り
倫
理
道
徳
の
範
疇
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
文
学
の
世
界
と
の
関
わ
り
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
た
と
え

ば

『南
総
里
見
入
犬
伝
』
の
入
犬
士
が

「天
理
未
発
の
中
」
で
あ
る
五
徳

の
体

現
者
と
し
て
地
上
に
姿
を
現
わ
し
、
里
見
家
の
た
め
に
活
躍
し
、
功
成

っ
て
退

た
の
し

隠
し
天
界
の
住
人
と
な
り

「
天
命
を
楽
む
」
な
ど
は
、
老
荘
思
想

の
混
合
も
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あ
る
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
大
筋

で
は
、
「本
然
の
性
」
が
未
発
の
天
理
に
立
ち
も

ど
る
、
儒
教
的
人
道
観
を
表
わ
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
馬
琴
な
ら

で
は
の
徹
底
主

義

の
結
末

で
あ

る
が
、
多
く

の
場
合

「本
然
の
性
」
五
徳
は
形
而
上
的
哲

理
を
離
れ
、
単
な
る
規
範
と
し
て
日
常
性

に
下
降
し
、
現
実
生
活
を
覆
う
道
徳
律
赱
し
て
重
要
な
意
味
を
持
た
さ
れ
る
の

が
普
通
で
あ
る
。

こ
の
場
合
は
と
も

す
れ
ば
形
骸
化
す
る
傾
向
は
あ
る
に
し
て

も
、
社
会
や
日
常
生
活

の
な
か
に
人
間
の
言
葉
や
行
為

の
是
非
を
推
し
量
る
基

準
と
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
人
間
を
描
く
文
学
が
こ
こ
に
回
帰
し
、
ま
た
こ

こ
か
ら
出
発
し
、
す

べ
て
の
過
程
で
絶
え
ず
注
意
を
払
わ
ず

に
い
ら
れ
な

い
の

は
当
然
で
あ
る
。

「心
法
図
解
」
の

「天
道
」
「人
道

」
は
、
自
然
の
中
に
存
在
す
る
人
間
を
、

い
わ
ば
外
側
か
ら
眺
め
る
認
識
の
図

で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し

「心

法
」
「凡
心
」
「悟
道
」
は
、
内
面
に
向
う
心
の
領
域
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
、

文
学
、
思
想
の
領
域
と
重
な
る
部
分
も
少
く
な

い
。

蕃
山
に
よ
れ
ば

「心
法
」
と
は
、
静
虚
、
無
欲
、
寂
然
不
動
の

「未
発
の
中
」

お
こな
い

が
、
本
来

「行
ヲ
以
テ
性
ト
ス
ル
」

人
間
の
感
覚
や
意
識
、
行
為
の
領
域
と
重

な
る
と
き
、
そ
の
重
な
る
領
域
で
の
内
省

・
省
察
を
意
味
す
る
。
例
の
心
法
図

で
い
え
ば
知
覚
感
覚
以
前

の

「理

・
性
」
を
表
わ
す
口
と
、
「気

.
情
」
と
し
て

の
作
用
を
表
わ
す
領
域
の
○
図

(
「
発

シ
テ
節

ニ
ア
タ

ル
」
と
し
て
中
心
に

〈
和
〉
を
記
す

)
の
両
方
が
重
な
る
部
分
で
あ
る

(
口
∪
図
で
示
さ
れ
る
)。

こ
の
両
図

の
重
な
る
半
円
形

の
内

に
は

「神
明
」
「慎
独
」
の
語
が
書
き
込

う
ち

ま
ず

ま
れ
る
。
「神
明
」
を
書
く

の
は

「知

ハ
心
ノ
神

明
」

で

「五
徳

の
中

二
先
感

この
ん

い
る

ズ

ル

モ

ノ

」

で
あ

り

、

「
問

学

ヲ

好

デ

理

ヲ

窮

メ
徳

二
入

ノ

門

」

だ

か

ら

だ

と

あ

る
。

こ

こ
で

「
知

」

(
智

)

の

み

が

五

徳

の
中

に

突

出

す

る

の

が
気

に

か

か

る
。

そ

れ

は
す

ぐ

に
朱

子

の

『
大

学

』

伝

章

の

「
格

物

補

伝

」

を

思

わ

せ

る

か
ら

だ
。

い
わ

ゆ

る

『
大

学

』

の
八

条

目

(
格

物

・
致

知

・
誠

意

・
正

心

.
修

身

.
斉

家

.

治

国

゜
平

天

下

)

で

は
、

「
格

物

・
致

知

」

は
そ

の
第

一
に
あ

げ

ら

れ

、

こ
れ

は

朱

子

の
思

想

の
う

ち

に

も

と

り

わ

け

重

要

な
位

置

を

占

め

て

い

る

の
で

あ

る

。

「
理

ヲ
窮

メ

徳

二
入

ノ
門

」

と

し

て

の

「
知

」

を

い
う

と

き

、

少

く

と

も

こ

の

「
知

」

は

陽

明

の

「
良

知

」

よ

り

も

、

朱

子

の

「
格

物

・
致

知

」

の

「
知

」

に

近

い
も

の
を

考

え

ざ

る

を

得

な

い

で
あ

ろ
う

。

し

か

し

同

じ

「
心

法

図

解

」

の

「
凡

心

」

の
説

明

に

は

、

人

ト

生

レ

タ

ル
者

ハ
、

聖

人

・
凡

夫

共

に
天

性

ニ
ヲ

イ

テ

カ

ハ
リ

ナ

シ
。

善

し
り

し
る

い
う

ヲ
知
悪
ヲ
知
ノ
神
明
ア
ラ
ズ
ト
云

コ
ト
ナ
シ
。
人
々
不
義
ヲ

ニ
ク
ミ
悪
ヲ

ハ

ヅ
ル
ノ
良
知
、
是
也
。

と
、
こ
こ
に
陽
明
が
重
視
し
た

「良
知
」
が
い
わ
れ
て
い
る
。

「良
知
」
と
は
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持

っ
て
い
る
、
善
悪
是
非
判
断

の

　あ

　
　

「
知

」

で
、

『
孟

子

』

の

「
盡

心

篇

」

に

い
わ

れ

、

後

に

王

陽

明

の
人

間

学

の

根
本

に
な

っ
た

言

葉

、

つ
ま

り

蕃

山

の

「
知

」

論

は

、

な

か

ば

朱

子

的

、

な

か

は
陽
明
的
で
あ

っ
た
と
叢

考

か
。

一
方

「慎
独
」
は

『中
庸
』
に
発
す
る
語
、
他
人
に
は
知
ら
れ
な

い
、
自
分

一
人
の
み
が
知

っ
て
い
る
自
分

の
心
意
の
動
き
を
慎
し
む
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ

　　
ア
　

は

『大
学
』
に
も

「故
君
子
必
慎
其
獨
也
」
と
あ
り
、
心
法
、

つ
ま
り
内
省

.

省
察
を
事
と
す
る
場
合
、
儒
教
的
人
間
学

の
中
心
を
な
し
て
い
る
言
葉
と
い
っ

て
も
よ

い
。

「心
法
図
解
」
で
は
蕃
山
は
、
「慎
独
ヲ
以
テ
心
法
ノ
要
ト
ス
」
と

あ
る
の
み
だ
が
、
別
の
と
こ
ろ
で
は

「存
養
は
静
中
の
省
察

・
省
察
は
動
中
の

存
養
に
候
。

と
も
に
慎
独
の
受
用
な
り
」
(
『集
義
和
書
』
巻
第
三
)
と
、
意
識

の
動
き
の
中
に
本
心
を
正
す
省
察
と
、
無
意
識
中
の
内
面
の
修
練
と
を
併
せ
て

「慎
独
」
と
考
え
て
い
る
。
意
識
と
無
意
識
の
両
面
を
分
断
せ
ず
、

一
つ
の
も

の
と
と
ら
え
る
の
は
、
や
は
り
陽
明
的
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
心
法
図
解
」
の

「
凡
心
」
の
項
に
は

「慎
独
」

の
代
り
に

「自
欺
」
を
書

し
ん
ど
く

じ

ぎ

な
り

き

入

れ

、

「
慎

独

ト

自

欺

ノ
タ

ガ

ヒ

ヨ
リ

千

里

ノ
ア

ヤ

マ
リ
ト

成

テ

、

君

子

・
小

み　
らぎ
き

人

ノ

名

ア

リ

」

と

解

説

し

、

ま

た

「
小

人

は

自

欺

テ

気

二
随

フ
」

と

も

記
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す
。

つ
ま
り

「
凡
心
」
と
は

「小
人
」

の
心
を
指
し
て
言
う
に
他
な
ら
な

い
わ

け
で
、
日
常
性
の
中

で
雑
念
に
追

い
回
さ
れ
つ
つ
、
気
随
に
生
き
る
お
お
か
た

の
人
間
は
こ
の
部
類
に
入

っ
て
し
ま
う

わ
け

で
あ
る
。

「小
人
間
居
為
不
善
」

か
ん
き
ょ

(
小

人
間

居

し

て
不

善

を

な

す

)

と

い
う

、

『
大

学

』

(
伝

第

六

章

)

の
言

葉

が

思

い
出

さ

れ

る

。

こ

の

「
不

善

」

は

決

し

て
悪

行

を

い
う

の

で
は

た
く

、

自

省

心

の
乏

し

い
通

常

の

人

間

の
気

尽

な

心

を

指

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

で

は

こ

の

「
凡

心

」

(
1ー

「
小

人

」
)

の
気

尽

な

心

と

は
何

な

の

か
。

「
気

」

を

表

わ

す

○

図

の
中

に
蕃

山

は

、

「意

・
必

・
固

・
我

・
間

思

・
雑

慮

」

を

、

さ

ら

に

そ

の
下

に

「
毀

誉

・
利

害

・
驕

吝

・
勝

心

・
高

慢

・
便

利

」

を

書

き

連

ね

る

。

こ
れ

ら

に
説

明

は

不

要

で
あ

ろ
う

。

我

々

が

日
常

生

活

の
中

で

心

に
生

起

さ

せ

る

、

諸

々

の
思

念

感

情

の
す

べ

て

が

含

ま

れ

る

と
考

え

れ

ば

よ

い

の

で
あ

る
。

こ

の
う

ち

「
意

・
必

・
固

・
我

」

に

つ

い

て

い
え

ば

、

『論

語

』

(
子

罕

)

に
あ

し

た

な

る

「
子

絶

四

、
毋

意

、

毋

必

、

毋

固

、
毋

我

」

(
子

、

四

を
絶

つ
。

意

毋

く

、
必

な

な

な

　
　
　
　

毋

く

、

固

毋

く

、

我

毋

し

。)
に

依

る

の

は

い
う

ま

で

も

な

い
。

『
大

学

』

(
伝

第

六
章

)

に

は

、

「
所

謂

誠

其

意

者

。

毋

自

欺

也

。
」

(
所

謂

る

な

其

意

を

誠

に
す

と

は

、

自

ら

欺

く

こ

と

毋

き

な

り

島

田

虔

次

『
大

学

・
中

庸

』
)

と
あ

り

、

蕃

山

も

、

みま
らを
むく

ど
く

つつしむ

慎
独
の
工
夫
は
識
意
な
り
。

自

欺

こ
と
な
き
も

の
は
独
を
慎
に
あ
ら
ず
や
。

(『集
義
和
書
』
巻
第
九
)

と
述

べ
、
ま
た
さ
ら
に

「誠
意

の
工

夫
は
致
知
格
物
也
」
(同
)、
「格
物
知
致

は
誠
意

の
工
夫
な
り
」
(
同
)。
ま
た

問

大
学
工
夫
の
実
地
は

い
つ
れ

の
所
ぞ
。

日

誠
意
な
り
。
是
以
、
伝

(『
大
学
』
の
八
条
目
の
こ
と
1
筆
者
)
の
初
は

し
ゆ

誠
意
を
首
と
す
。
致
知
格
物

は
誠
意

の
工
夫
な
り
。
何
ぞ
別
に
格
致
の

伝
あ
ら
ん
や

(
『集
義
和
書

』
巻
第
九
)

な
ど
い
ろ
い
ろ
に
述

べ
て
い
る
。
結

局
格
物
致
知
も
慎
独
も
、
目
標
と
す
る
と

こ
ろ
は
誠
意

に
あ
り
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
の

「誠
意
」
重
視
説
は
陽
明
の
学
説
の
受
用
で
あ
る
。
陽
明
は

『伝
習
録
』

巻
上
で
、

ま
こ
と

誠
是
心
之
本
體
、
求
復
其
本
體
、
便
是
思
誠
的
工
夫
。
(誠
は
是
れ
心
の
本

か
へ

も
と

す
な
は

こ

ま
こと

お
も

く

体
な
り
。
其

の
本
体
に
復
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
は
、
便
ち
是
れ
誠
を
思
ふ
工

ふ
う夫

な

り
。

〈
新

釈

漢

文

大

系

13
>
)

ご
と

若

二
誠

意

之

説

一
、

自

是

聖

門

教

二
人

用

ワ
功

第

一
義

。

(
誠

意

の
説

の
若

き

は

、

お
の
ヴ
か

こ

も
ち

自
ら
是
れ
聖
門

の
人
に
功
を
用
ふ
る
を
教
ふ
る
の
第

一
義
な
り
。
(『伝
習
録
』

巻
中
)

ま
こ
と

こ

じ
つ

り

こ

誠
是
実
理
。
只
是

一
箇
良
知
。
(誠
は
是

れ
実
理
な
り
。
只
だ
是
れ

一
箇
の

り
や
う
ち

良
知
な
り
。
『伝
習
録
』
巻
下
)

と
、
「
誠
」
と

「
誠
意
」
の
重
要
視
が
、
彼
の
心
の
哲
学
の
中
心
課
題
で
あ
る
こ

と
を
く
り
返
す
。

こ
の

「誠
」
重
視

の
出
所
は

『中
庸
』
で
、

識
者
天
之
道
也
。
誠
之
者
人
之
道
也
。
誠
者
。
不
勉
而
中
。
不
思
而
得
。

ま
こ
と

み
ち

從
容
中
道
。
聖
人
也
。
誠
之
者
。
擇
善
而
固
執
之
者
也
。
(誠
は
天
の
道
な
り
。

こ
れ

ま
こ
と

ひ
と

み
ち

ま
こ
と

つ
と

あ
た

え

之
を
誠
に
す
る
は
人

の
道
な
り
。
誠
は
勉
め
ず
し
て
中
り
、
思
わ
ず
し
て
得
、

し
ょ
う
よ
う

あ
た

せ
い
じ
ん

ぜ
ん

え
ら

従
容

と
し

て
道

に
中
る
、
聖
人
な
り
。
之
を
誠

に
す
る
は
、
善
を
択
ん
で

と

固

く

之

を

執

る

者

な

り

。

(
『中

庸

』

第

二

十

章

島

田

虔

次

『
大

学

・
中

庸

』
)

じ
ん

に

は

じ

ま

り

「
誠

よ

り

し

て

明

な

る

こ

と

を

性

と

謂
う

」
、

「
至

誠

は

神

の
如

や
む

し

」
、

「
至

誠

息

な

し

」

と
、

一
連

の

至

誠

論

の

展

開

が
あ

り

、

「
誠

」

が

天

道

そ

の

も

の

で
あ

る

こ
と

が
言

わ

れ

て

い

る
。

中

庸

の

「
至

誠

」

と

大

学

の

「
誠

意

」

は

ど
う

違

う

の
か
。

王

陽

明

は

『
伝

習

録

』

(
巻

上

)

で
、

大

抵

中

庸

工

夫

、

ロ
ハ
是

誠

レ
身

。

誠

レ
身

之

極

、

便

是

至

誠
。

大

学

工

夫

、

ロ
バ

た
い
て
い
ち
ゅ
う
よ
う

く

是
誠
レ
意
。
誠
レ意
之
極
、
便
是
至
善
。
工
夫
總
是

一
般
。

(大
抵
中
庸
の
工

ふ
う

た

こ

み

ま
こ
と

み

ま
こと

ユ
よく

す
な
わ

こ

夫
は
、
只
だ
是
れ
身
を
誠
に
す
る
な
り
。
身
を
誠
に
す
る
の
極

は
、
便
ち
是

し

せ
い

だ
い
が
く

く

ふ
う

た

こ

い

ゑ
こ
と

い

ま
こ
と

れ
至
誠
な
り
。
大
学
の
工
夫
は
、
ロ
ハ
だ
是
れ
意
を
誠
に
す

る
な
り
。
意
を
誠
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き
ょ
く

す
な
わ

こ

し

せ
ん

く

ふ
う

す
べ

こ

い
っ
ぱ
ん

に
す
る
の
極
は
、
便
ち
是
れ
至
善
な
り
。
工
夫
は
総
て
是
れ

一
般
な
り
)
〈新

釈
漢
文
大
系
13
>

と
云
い
、
「至
誠
」
を
身
体

・
行
動
的
な
も

の
、
「誠
意
」
を
内
面

・
精
神
的
な

も
の
と
考
え
、
共
に

「誠
」
の
極
地

を
目
ざ
す
修
練

で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な

い
と
説
く
の
で
あ
る
。
慎
独
心
法
と

い
う

の
も
そ
の
た
め
の
自
己
統
合
内
面
凝

視

の
方
法
と
な
る
。
目
標
は
身
心
を

「
誠
」
化
し
、
行
為
と
精
神
を
統
合
し
て
、

天
道
合
体
の
極
地
に
同
化
さ
せ
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
や
は

り
生
の
哲
学

の
論
理
で
あ
る
と
い
え

る
。

こ
の
故
に
蕃
山
が
、
「心
法
図
解
」

の

「天
道
」
図
の
中
心
に

「誠
」
を
据

ま
こ
と
の
じ

え

、

「
天

道

ハ
至

誠

無

息

也
。

故

二
誠

字

ヲ

中

二
書

ス
。

誠

ハ
天

之

道

ナ

レ
バ

也

」

と

書

く

の

は

も

っ
と

も

な

こ

と

で
あ

っ
た

。

みずからあ　
く

ど
く

つつし

「
慎

独

の

工

夫

は

誠

意

な

り
。

自

欺

こ
と

な

き

も

の

は
独

を

慎

む

に
あ

ら

ず

や

」

と

蕃

山

が

い
う

と

き

、

こ

の

「
誠
意

」

(
意

を

誠

に
す

る

)
と

い
う

営

み

に

つ

い

て
、

彼

が

何

を

考

え

て

い
た

か

を

も
う

少

し

見

て

み

た

い
。

も

ち

ろ

ん

「
意

」

の

み

に

つ

い

て

い
え

ば

、

こ

れ

は
先

に

述

べ

た

「
孔

子

の
四

絶

」

の

一

つ
で

も

あ

っ
た

こ
と

に
注

意

す

る

必

要

が

あ

る

。

シ

ふ

じ
ょ
う
お
う

日

毋
レ意

(孔
子
四
絶

の

一
つ
)
と
云
は
聖
人

の
こ
と
也
。
意
は
不
常
往

ら
い

い
う

来

の
念
な
り
、
間
思
雑
慮
と
も
云
。
聖
人
に
は
初
よ
り
な
し
。
学
者
た

、・
意

な
か
ら
ん
と
せ
ば
、
異
学

(仏
教
、
特
に
禅
-
筆
者
注
)
の
流
と
な
る
べ
き

も
と

か
。
心
は
本
空
な
り
。
し
か
る
に
、
空
と
観
ず
る
は
図
上
に
図
を
按
ず
る
が

も
と

ご
と
し
。
心
本
意
な
し
。
た
"
に
其
本
来

の
ご
と
く
な
ら
ん
と
せ
ん
は
非
な

り
。
誠
に
す
る
は
意
を
な
く
す
る

の
工
夫
な
り
。
誠
に
す

る
時
は
を
の
つ
か

キ

み
ず
から
あ
ざ
む
く

れ
い
だ
い

ら
母
レ意
に
至
る
な
り
。
意
念
の
不
常
往
来
し
て

自

欺

も
の
は
、
心

の
霊
台

あ
り

れ
い

く

も

り

有

て
神

明

て
ら

さ

"
る

所

あ

れ

ば

な

り

。

こ

・
を

以

て

、
其

知

の
霊

し
ょ
う

ふ

ま
い

ど
も

照
不
昧
の
全
体
を
い
た
さ
む
と
す
。
然
れ
共
、
空

々
に
明
か
に
す
べ
か
ら
ず
。

さ
り

不
常
往
来
の
念
を
う
ち
は
ら
ひ
、
生
ず
る
欲
を
た
ち
去

て
、
善
悪
と
も
に
心

ど
も

鏡

に

と

、・
め
ず

、

空

の
本

体

を

い
た
す

こ

と

は

、

其

功

す

み

や

か

な

れ

共

、

ヲ
コ
リ

マ

ビ

瘧

の
問

日

の

ご

と
く

、

水

の

ご

み
を

ゐ

さ

せ

(沈

澱

さ

せ

)

た

る

が

ご

と
し

。

ご

さ
れ
ば
気
質
変
化

の
期
な
し
。
た

"
天
下
の
事
物
に
を
い
て
、
吾
心

の
明
不

さ
ご
り

や
りう

明
を
覚
て
、
実
々
に
功
を
用
べ
し
。
(
『集
義
和
書
』
巻
第
九
)

長
い
引
用
に
な

っ
た
が
、
こ
こ
に
は
人
間
の
あ
り

の
ま
ま
の

「意
」
に
つ
い

て
の
不
信
が
い
わ
れ
、
そ
の

〈意
を
無
く
す
る
〉
の
が

「誠
意
」
で
あ
り
、
次

い
で
こ
の
点
に
つ
い
て
仏
教
の
見
性
に
比
較
し
て
、
儒
学
の
心
法
が
勝

っ
て
い

る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

「意
」
は
も
と
よ
り
人
間
の

〈意
志

・
意
欲
〉
な
ど
を
統
合
的
に
表
わ
す
言

葉
で
あ
る
が
、
儒
教
の
人
間
学
で
は
、
人
間
の

「意
」
に
つ
い
て
の
疑
惑
と
不

信
感
は
非
常
に
強
い
も
の
が
あ
る
。
荀
子
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、

儒
学

の
人
間
観
は
発
想
に
お
い
て
は
性
善
説
を
と
る
の
で
、
巨
大
で
屹
立
す
る

人
間
悪
は
、
は
じ
め
か
ら
存
在
す
る
余
地
も
根
拠
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し

「聞
居
し
て
不
善
を
な
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
「不
善
」
と
い
う
状
態
は
日
常
性

の
な
か
に
は

い
く
ら
も
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
蕃
山
が

「心
法
図
解
」
の

「
凡
心
」
図
中
に
記
し
た
も

の
は
す
べ
て
が
そ
れ
で
、
果
し
て

〈悪
〉
と
き
め

つ
け
て
よ

い
か
ど
う

か
も
判
然
と
し
な

い
、
隠
微
な
日
常
的
感
情
さ
え
も
そ
の

つ
き

な

か

に

は

入

る

こ
と

に
な

る
。

つ
ま

り

「
意

欲

の
妄

は

、
皆

凡

心

の
付

た

る

ま

せ
ん
げ
ん

ど
ひ
に
て
候
。
凡
心
は
意
念
意
欲
の
泉
源
に
て
候
」

(『集
義
和
書
』
巻
第
四
)

で
、

こ
れ
ら
の

「意
」
は
本
来
心
の
中
に
あ

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
な
の
で
あ

っ
た
。

な
ぜ

「意
」
と
い
う
も
の
が
こ
れ
ほ
ど
不
信

の
ま
な
ざ
し
を
以

っ
て
見
ら
れ

る
の
か
。
そ
れ
は
凡
心
の

「意
」
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

エ
ゴ
イ
ズ
ム

の
匂

い
が
つ
き
ま
と
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。
放
置
す
れ
ば
増
長
し
破
滅
に
至
る
か

も
と

秩
序
破
壊

に
連
な
る
か
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

「心
本
意
な
し
」
で
、

本
来
心
は
空
で
あ
る
は
ず

だ
と
す
る
東
洋
的
人
間
観
が
根
本
に
あ
る
か
ち
で
も

あ
る
。
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そ

こ

で

仏

教

の

見

性

と

儒

学

の
心

法

の
差

異

が

問

題

と

な

る

。

蕃

山

は

「
心

法

図

解

」

の

「
悟

道

」

図

に

は

、

「
見

性

」

と
記

入
し

た

「
理

」

を
表

す

口

図

を

一
つ
載

せ

る

の

み

で

、

そ

れ

以

外

は

何

一
つ
書

か

な

い
。

そ

の
説

明

と
し

て

、

理

・
気

ハ
ア

ル
ト

キ

ハ
共

ニ
ア

リ

、

ハ
ナ

ル

ベ

カ

ラ

ズ
。

ハ
ナ

ル

・
時

ハ
、

う

け
ん
しょう

ロ

モ
実

理

ナ

ラ

ズ

、

○

モ

真

気

ナ

ラ

ズ
。

口

中

に

見

性

ヲ

書

ス

ル

モ

ノ

ハ
、

せ
き
ぜ
ん

ふ

ど
う

し
ょ
う

異
端

(仏
教
)
ト
イ

ヘ
ド
モ
、
寂
然
不
動

・
無
欲

・
無
為
ノ
性
ヲ
見
タ
ル
事

そ
の

き
わ
め

ハ

一
也

。

ロ

バ
無

ノ
至

極

ナ

り

。

聖

学

ニ

ハ
、

其

無

ヲ

ヨ

ク
窮

タ

ル
故

二
、

まど
い

惑

ナ

シ
。

異

学

ニ

ハ
、
無

ヲ

イ

ヘ
ド

モ
、

無

ヲ
窮

メ

ツ
ク

サ

"

ル
故

二
、

サ

ずる
わ
ち
ゑど
い

ト
リ
タ
ル
所

二
則
惑
ア
リ
。

と
あ
り
、
先
に
引
用
し
た
同
書
巻
第

九
の
長
文

(前

ペ
ー
ジ
)
と
も
相
俟

っ
て
、

仏
教

(特
に
禅

)
の

「
見
性
」
が
、
聖
学

(儒
学
)
の
心
法
と
異
な
る
こ
と
を

ど
も

強
調
し
て
い
る
。

「空
の
本
体
を

い
た
す

こ
と
は
、
其
功
す
み
や
か
な
れ
共
」

(前
ペ
ー
ジ
)
と
は
、
仏
教
の
悟
道

見
性
で
は
心
法
の
方
法
が
直
観
に
か
た
寄

り
、
そ
の
道
程
に
飛
躍
が
あ
り
過
ぎ

て
、

一
時
的
な
も
の
に
終
る
こ
と
も
あ
り

得
る
の
を
言

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

王
陽
明
も

『伝
習
録
』
で
、
仏
家

の
心
法
と
儒
家
の
心
法

に
は
明
確
な
差
異

が
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
止
ま
な

い
。

そ
れ
は

「事

・
物
」
と
の
か
か
わ
り
の
有

無

の
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
陽
明
の

「事
即
道
、
道
即
事
」
(
『伝
習

録
』
巻
上
)
は
儒
家

一
般
に
共
通
す

る
基
本
的
認
識
で
あ
る
が
、

蕃
山
は
さ
ら
に
、

物
は
事
也
。
事
は
物

の
用
に
し
て
、
物
は
事
の
体
な
り
。

二
に
あ
ら
ず
。
五

倫
の
物
あ
れ
ば
五
倫

の
事
あ
り
。

五
倫

の
物
は
君
臣

・
父
子

.
夫
婦

.
兄
弟

朋
友
な
り
。
五
倫

の
事
は
五
典
十
義
な
り
。
(
『集
義
和
書
』
巻
第
九
)

と
い
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
忠
も
孝
も

五
倫
の
物
に
対
す
る
事
と
の
か
か
わ
り

の

一
つ
で
、
そ
の
行
為
実
践
の
中
で
意

を
誠
に
し
て
理
を
窮
め
、
天
人
合

一
へ
の

道
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事

や
物
と
の
か
か
わ
り
を
逃
れ
、

一
人
孤
独

に
悟
道
を
追
求
す
る
仏
教
心
法
と
の
差
異
の
強
調
も
こ
こ
に
あ
る
。

さ
ら
に
述
べ
た
石
田
梅
岩
の
最
初
の
見
性
体
験
が
、
病
母
を
看
病
す
る
折
に
、

突
如
感
得
さ
れ
た
と
い
う
の
も
、
儒
学
の
心
法
論
を
実
践
的
に
裏
づ
け
る

一
つ

の
例
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
梅
岩
は
三
教

一
致
の
人
で
あ

っ
た
。
師
も
普
化
宗

の
僧
で
あ
る
。
そ
の

故
か
宋
学
か
ら
入
り
な
が
ら
、
彼
の
心
法
見
性
は
あ
ま
り
に
も
仏
教
的

で
あ
り

過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石
門
中
の

「
男
女
弐

(
二
)
百
餘
人
」
が
、
同
様

の
見
性
体
験
を
持

っ
た
と
い
う

の
も
、
何
か
不
可
解
で
不
気
味
な
感
じ
が
し
な

い
で
も
な

い
。
し
か
し
こ
れ
が
石
門
心
学

の
特
質
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

仏
教
的
見
性
体
験
の
大
衆
化
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
上
田
秋
成
の

「青
頭
巾
」

(
『雨
月
物
語
』
)、
「樊
噌
」
(『春
雨
物
語
』
)
な
ど
の
作
品
は
、

い
く
ら
か
の
時

・

間
的
ず
れ
は
あ
る
に
し
て
も
、
時
代
に
底
流
す
る
こ
の
よ
う
な
思
想
的
人
間
状

況
の
内
に
成
立
し
た
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

蕃
山
の
思
想
の
実
践
的
形
態
は
何
か
。
彼
は
学
舎
に

「小
人
を
は
な
れ
君
子

と
な
る
べ
弖

助
」
と
す
る
た
め
に

.鑒

L
を
掲
げ
て
い
三

.集
義
和
書
』
裾

第

四

)。
そ

こ

に
は

た

と

え

ば

「
…

…
意

を

お

こ
し

才

覚

を

こ

の
ま

ず

。

万

事

不

レ

え

ず

お
こ
な
っ

得
レ己
し
て
応
ず
。
無
事
を
行

て
無
為
な
り
」
「知
者
は
物
を
以

て
物
を
見
る

し
る

…

…

」

「
君

子

の
意

思

は
内

に
向

ふ
。

己

ひ

と

り

知

と

こ
ろ

を

慎

て

、

人

に
し

こ
う

ふ
う
せ
い
げ
つ

ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
ず
。
天
地
神
明
と
ま
じ
は
る
。
其
人
が
ら
光
風
霽
月

の
ご

と
し
四
な
ど
の
章
句
が
含
ま
れ
る
。

ま
た

「聖
賢
も
又
静
坐
あ
り
や
」
の
問
に
、

し
ん
し
ん
じ
よ

よ
う
よ
う
じ
よ

答
て
云
。
静
坐
あ
り
。
孔
子
閑
居
し
給
ふ
時
は
、
申

々
如
た
り
、
夭
々
如
た

ぽ
こ
と

り
。
心
主
な
き
時
は
必
ず
散
ず
。
故
に
忠
信
を
主
と
す
。

こ
れ
を
意
を
誠
に

な
り

す
と
も
云
。
人
欲

の
妄
は
間
思
雑
慮

と
成
ぬ
、
偽
な
り
。
其
意
を
誠
に
す

く
う

く
う
じ
よ

る
時

は
、
忠
信
主

と
成
て
天
理
流
行
す
、
空

々
如

た
り
。
故
に
呼
吸
の
息

あ
た
た
か

へ

は

い
た

.・
き

よ

り

く

び
す

に

至

り

、

体

ゆ

る

や

か

に
色

温

な

り

。

是

静

坐

の

い
た
り至

な
り
。
(以
下
略
-
同
書
巻
第
九
)

と
、
静
坐
を
以

っ
て
心
身
を
調
え
こ
と
に
慎
独
心
法

の
要
諦
を
置

い
て

い
た
の
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は
間
違

い
な
い
。

だ
が
次

の
よ
う

に
も
言
う
。

心
法
は
大
学

・
中
庸

・
論
語
に
し

く
は
な
く
候

へ
ど
も
、
学
者
の
心

の
む
き

様
に
て
、
俗
学
と
な
り
、
跡
と
な
る

(形
骸
化
す

る
)
事
に
候
。
心
法
を
受

用
す
る
人
も
、
人
が
ら
の
位
を
ぬ
く
る

(悟
り
を
開
き
、
小
人
の
位
を
抜
け

お
わ

出
す

)
こ
と
を
し
ら
ざ
れ
ば
、

一
生
、
心
術
の
訓
話

に
て
終
る
も

の
な
り

(
『同
』
巻
第

一
)

と
。

こ
こ
で
は
心
学
が
学
ぷ
者
の
心

の
在
り
様
に
よ
り
、
形
骸
化
し
て
俗
学
に

な
る
こ
と
、
ま
た
単
な
る
心
術
論
の
訓
詁
に
堕
る
惧
れ
の
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し

て
い
る
。

「俗
学
」
と

「心
術
の
訓
詰

」
、
こ
れ
は
同

一
の
事
柄
を
別
の
言
葉
で

言

い
替
え
た
も

の
で
は
な

い
と
思
う

。
前
者
は

い
わ
ゆ
る
通
俗
儒
学
、
後
者
は

心
法
が
自
己
目
的
化
し
、
〈術
〉
の
詮
索
方
面
に
逸
脱
す
る
こ
と
。
二
つ
と
も
心

法
が
傾
き
や
す

い
誤

っ
た
傾
向
と
い
え
る
。
も
と
も
と
自
己
を

「無
」
化
す
る

た
め
の
も
の
が
、
言
葉
の
叢
林
に
迷

い
込
ん
で
歪
な
形
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

存
養

・
省
察
は
同
じ
工
夫
に
て
候
。
存
養
は
静
中
の
省
察
、
省
察
は
動
中
の

存
養
に
候
。
と
も
に
慎
独

の
受
用

な
り
。
天
理

の
真
楽
其
中
に
御
座
候
。

(
『集
義
和
書
』
巻
第
三
)

こ
れ
は
陽
明
の

「省
察
是
有
事
時
存
養
、
存
養
是
無
レ
事
時
省
察
」
(前

出
)

を
蕃
山
流
に
言
い
換
え
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の

〈有
事

・
無
事
〉
〈
動

・
静
〉

如
何
な
る
場
合
を
越
え
て
、
自
己
か
ら
天
理
に
貫
通
し
て
得
ら
れ
る

「真
楽
」

の
境
地
、
こ
れ
が

つ
ま
り
は
心
法
の
到
達
点
で
あ
る
に
違

い
な

い
。
情
動
は
制

止
さ
れ
思
念
は
純
化
し
、
自
己
は
空
無
化
し
て
言
葉
を
絶
す
る
世
界
に
行
き
当

る
の
で
あ
る
。

私
は
梅
岩
か
ら
蕃
山

へ
、
歴
史
的
時
間

の
流
れ
も
そ
の
差
も
問
わ
ず
に
述
べ

て
来
た
が
、
蕃
山
心
学
は
源
了
圓
氏
も

い
う
よ
う
な
近
世
初

期
の
、
ま
さ
に

「心
」

の
時
代
に
相
応
し

い
節
度
と
格
調
を
保
ち
、
中
国
儒
学
が
士
太
夫
階
級

の
も

の
で
あ
る
の
を
継
承
し
、
武
士
と
知
識
人
を
対
象
に
形
成
さ
れ
た
も

の
で

あ
る
と
思
う
。
石
門
心
学
は
そ
の
よ
う
な
選
ば
れ
た
階
級
を
対
象
に
し
た
も

の

が
、
大
衆
に
解
放
さ
れ
た
姿
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
い
い
意
味
に
も
悪
い
意
味
に

も
思
想
の
大
衆
化
現
象
が
見
ら
れ
る
。

宝
暦
初
年
江
戸
出
版
の

『当
世
下
手
談
義
』
(
静
観
坊
好
話

)
『教
訓
雑
長

持
』
(伊
藤
単
朴
)
に
は
じ
ま
る
所
謂
談
義
本
が
、
心
学
思
想
の
影
響
を
受
け
る

作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
文
学
史
上
の
定
説
に
な

っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
。
当

然

こ
れ
は
名
門
心
学
で
、
京
都
か
ら
江
戸
に
移
住
し
た
静
観
坊
好
話
が
、
江
戸

で
手
に
そ
め
開
拓
し
た
新
傾
向
の
文
学
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
彼
が
怪
談
奇

談
文
学

の
作
者

で
あ

っ
た
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で

『御
伽
空
穂
猿
』
(元
文
五

年
)
に
は
じ
ま
る
怪
談
奇
談
集
に
、
す
で
に
心
学
談
義
的
色
彩
が
散
見
す
る
こ

と
も
、
よ
く

い
わ
れ
る
。

し
か
し

「孝
心

の
浅

か
ら
ざ
る
も
」
と
か
、
「
た
だ
ま
も
る
べ
き
は
誠
の

一

字
」
な
ど
の
表
現
に
、
心
学
風

の
特
徴
を
見
る
の
み
で
は
や
は
り
心
細

い
と

い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
は
じ
め
の
表
現
は

『御
伽
空
穂
猿
』
巻

一
の

「清
水

如
水
狂
歌
を
詠
じ
て
誉
有
し
事
」

の
末
尾
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
話
は
ま

っ
た

く
怪
談
ら
し
く
な
い
話
で
あ
る
。
九
州
の
甚
久
法
師
と
、
江
戸
の
清
水
如
水
と
い

う
二
人
の
狂
歌
の
名
人
の
奇
才
を
称
え
た
も
の
で
、
そ
の
飄
逸
な
生
き
方

へ
の

共
感
が
背
後
に
あ
る
。

い
う
な
れ
ば
畸
人
伝
の

一
つ
で
あ
る
。
筆
者
も
怪
談
に

は
な
ら
な

い
題
材
で
あ
る
こ
と
は
承
知
で
あ
る
か
ら
、
「如
水
の
命
終
の
す

こ
ぶ

る
比
類
な
さ
と
」、
音
曲

(三
弦
)
の
指
南

で
生
活
を
立
て
る
そ
の
息
子
が
、
遊

人
と
交
わ
り
な
が
ら
頗
る
孝
行

で
あ

っ
た
こ
と
、
こ
の
二
点
が

「怪
な
ら
ず
や
」

で
あ
る
か
ら
、
「選
述
の
可
否
を
わ
き
ま

へ
」
ず
記
し
た
と
あ
る
。

「怪
な
ら
ず
や
」
は
表
向
き
は
読
者

へ
の
弁
明
で
あ
る
が
、
同
時
に
筆
者
が

こ
れ
ら

の
人
物
に
、
言
う

に
言
わ
れ
ぬ
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
の
表
明
で
も

あ
る
。
同
じ
巻
三

「
長
崎
丸
山
佐
渡
屋
治
石
衛
門
横
難
を
脱
れ
し
事
」
は
、
天
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満
宮

の
新
祠
を
建
て
る
娼
樓

の
主
人

の
話
。
信
仰
も
世
渡
り
の
方
便
で
あ
る
か

ら
、
必
ず
既
得
権

の
妨
害
に
遭
う
。

神
の
恩
寵
と
奇
瑞
に
よ
り
そ
れ
を
の
り
越

え
る

「誠
の

一
字
」
が
主
題
で
あ
ろ
う
が
、
信
仰
も
ま
た
世
俗
の
制
度
や
人
間

関
係
と
、
折
り
合

い
を

つ
け
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な

い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
話
で
も
あ
る
。
神

の
奇
瑞
は
怪
談
的
手
法
に
依
る
の
が
常
套
で
、
従

っ

て
こ
れ
も
怪
談
の

一
つ
と
見
倣
す

こ
と
は
で
き
る
が
、
「誠
の

一
字
」
で
現
実
の

困
難
を
の
り
き
る
と

い
う
点

で
、
筆
者

の
関
心
は
現
実
と
人
間
と
の
か
か
わ
り

の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
分
る
。

紙
数
の
都
合
で
詳
述
は
他

の
機
会

に
譲
ら
ざ
る
を
得
な

い
が
、
寛
延
三
年
江

戸
版
の

『怪
談
登
志
男
』
に
も
、
怪

談
と
も

い
え
な
い
人
間
臭

い
奇
行

.
愚
行

を
描

い
た
も
の
や
、
孝
行
話
や
教
訓

談
も
少
く
な
い
。
作
者
は

「好
話
門
人
静

話
坊
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
心
学

に
関
心
を
寄
せ
る
人
物
で
あ
ろ
う
。

心
学
心
法
と
い
う
の
は
内
側
に
向

え
ば
、
無
意
識
中
に
超
自
我
を
見
る
、
ま
た

は
天
人
合

一
を
幻
視
す
る
営
為
で
あ
る
が
、
外
側
に
向
え
ば
意
を
誠
に
し
て
個

と
現
実
と
の
よ
り
よ
い
か
か
わ
り
を
求
め
る
方
法
で
も
あ

っ
た
。
で
あ
る
か
ら

心
学
と
文
学
の
関
連
性
を
問
題
に
す
る
な
ら
、
両
側
か
ら
見
る
必
要
が
あ
る
。

『怪
談
登
志
男
』
か
ら
談
義
本
に
至

る
流
れ
は
、
心
学

の
大
衆
化

コ
ー
ス
と
見

合

っ
て
い
る
。
特

に
談
義
本
は
巷
間
流
行

の
心
学
談
義
が
文
学

の
ス
タ
イ
ル
に

影
響
を
与
え
、
批
判
と
教
訓
、
そ
し

て
饒
舌
の
文
体
を
作
り
上
げ
た
特
異
な
ジ

ャ
ン
ル
と
い
え
る
。

し
か
し
末
期
浮
世
草
子
の
怪
談
の
中

に
、
怪
異
性
の
土
壌

の
上
に
人
間

の
内

面
を
凝
視
す
る
よ
う
な
、
奥
行
き

の
あ
る
作
品
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
享
保

十
九
年

『御
伽
厚
化
粧
』
の
中
の
い
く

つ
か
の
物
語
を
見
る
と
、
「誠

一
筋
に
芸

を
は
げ
み
け
る
至
誠
の
こ
こ
ろ
ざ
し
」
(巻

一
-
二

「感
二
夢
中
象
棊
こ
)
に
神

々

の
感
応
が
あ
り
、
名
人
の
域
に
達
す

る
と
い
う
怪
異
談
が
あ
る
。
こ
と
新
し

い

話
柄

で
は
な

い
が
、
夢
中
に
神
技
を
体
得
す
る
の
が
共
通
し
て
お
り
、
外
界
か

ら
神
が
訪
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。

ま
た
巻
二

「
藪
中
之
隠
里
」
は
、
自
分
の
屋
敷
の
中
に
隠
里
を
持

つ
こ
と
に

な
る
有
徳
人
の
話
が
あ
る
。
そ
の
隠
里

の
住
人
は
堂
上
家
を
致
仕
し
た

「威
儀

ロハ
人
な
ら
ざ
る
」
老
人
で
、
不
意
に
訪
れ
て
来
て
住
み
つ
き
、
二
十
年
来
姿
を

現
わ
さ
な
い
。
有
徳
人
の
妻
が
病
の
折
は
じ
め
て
姿
を
現
わ
し
、

「神

の
ご
と

き
」
医
術
で
そ
の
病
を
治
し
、
再
び
隠
れ
里
に
消
え
る
。
硬
質
、
そ
し
て
端
正

な
文
章

で
綴
ら
れ
る
こ
の
物
語
を

一
読
す
れ
ば
、
二
十
年
来
屋
敷
中

の
隠
れ
里

に
住

む

「威
儀
ロ
ハ
人
な
ら
ざ
る
」
老

人
は
、
こ
の
屋
敷

の
主
に
と

っ
て
何
者

で
あ

る
の
か
、
問
題

に
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
私
は
こ
れ
は
や
は
り
近
世
儒
学

の
心
学
心
法
が
呼
び
起
し
た
、
超
自
我

の

一
つ
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
あ
る

が
、
こ
の
種
の
物
語
は
近
世
怪
異
談
に
少
く
な

い
。
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
と

思
う
。

注

1

源

了
圓

「
江

戸
後

期

に
お
け

る
儒
教

と
仏

教
と

の
交
渉
」

(
源
了
円
編

『
江

戸

後
期

の
比

較
文
化

研
究
』

ぺ
り

か

ん
社

)

注

2

加

藤
周

一

「
江

戸

思

想

の
可

能

性

と

現

実

-

享

保

の

二
家

に

つ
い
て
」

(
日
本

の
名

著

18

『富

永
仲

基

・
石

田
梅
岩
』

中
央

公
論

社

)

注

3

柴

田
實

「
小

栗

了
雲
伝

記
考

」

(
『
梅
岩

と

そ

の
門

流
』

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書

房

)

注

4

注

3
に
同

じ

注

5

孟
子

日
。

人
之

所
不

学
而
能

者
。

其
良

能
也

。
所

不
慮

而

知
者
。

其
良

知

也

。

i
以

下
略

1

(
人

の
学

ば
ず

し

て
能

く
す

る

と

こ
ろ

の
も

の
は
、

そ

お
もん
ぱ
か

の
良

能

な
り
。
慮

ら
ず

し

て
知

る

と

こ
ろ

の
も

の
は
、

そ

の
良

知

な
り
。
)

金

谷

治

『
孟
子

』
)
陽

明
学

説

の
も

と
と
な

っ
た
有
名

な
孟
子

の
良
知
良
能

説
。

人

間

が
天
性
持

っ
て

い
る
長
所

で
、

こ
れ
を

拡
充
す

れ
ば
天

下

は
よ

く
治

る

と
孟

子
は
考

え

る
。

注

6

道

也
者

。

下
可
須

臾
離
也

。

可
離

非
道

也
。

是
故

君
子

戒
愼

乎
其

所
不

睹

、

恐

懼
乎

其
所

不
聞
。

莫
見
乎

隠
。

莫

顯
乎

微
。

故

君

子

愼

其

獨

也

。

1

(40)



み
ち

し
ゅ

ゆ

『中

庸
』

第

一
章
1

(道

な

る
者

は
、
須

臾
も

離

る
可

か
ら
ず

、
離

る

可

み
ち

み

か
い
し
ん

き

は
道

に
非

ざ
る

な
り
。

是

の
故

に
君
子

は
其

の
睹

ざ

る
所

を
戒
慎

し

、

き
ょ
う
く

か
く

あ
ら

な

か
す

其

の
聞

か

ざ
る
所

を
恐

懼
す
。

隠

れ

た
る
よ

り
も

見

わ
る

る
は
莫

く

、
微

あ
きら

な

ひ
と

つ
つ

か
な

る
よ

り
顕

か
な

る
は

莫
し
。

故

に
君
子

は
其

の
独
り

を
慎

し

む
。

ー

島

田
虔

次

『
大

学

・
中

庸
』
)

注

7

所

謂

誠
其
意

。
毋

自
欺

也
。

如
悪

悪
臭
。

如

好
好

色
。

此

之
謂

自
謙
。

故

い
わ
ゆ

い

ま
こ
と

君
子

必
愼

其

獨
也

。
1

『大

学
』

伝
第

六
章

t

(
所

謂
る
其

の
意

を

誠

に

み
ゆふ

あ
ざ
む

な

あ
く
し
ゅ
う

に
く

ご
と

こ
う
し
ょく

こ
の

す

と

は
、
自

ら
欺

く

こ
と
毋

き
な

り
。

悪
臭

を
悪

む

が
如

く
、
好

色

を
好

ご
と

こ

こ

み
ず
か

こ
ニろ
よ

ゆ
え

く
ん

し

む
が
如

し
。

此

れ
を
之

れ
自

ら
謙

く
す

と
謂
う

。

故

に
君

子
は

必
ず
其

の

ひ
と

つ
つ

独

り

を
慎
し

む

な
り
。

ー
島

田
虔

次

『
大
学

・
中

庸

』
)

注

8

吉

川
幸

次
郎

『論

語

』

に
は

「
孔

子

に
は
、

四

つ
の
も

の
が
な

か

っ
た
。

第

一
に
主
観

的
な

恣
意

。
第

二
に

は
無

理
押

し
。

第

三

に
固
執
。

第

四
に

は
自
己

の
み

へ
の
執
着

。
」

と
あ

る
。

注

9

「
壁
書

」

は
、
「
君
子
」
八
項
目

、
「
小
人
」
十

二
項
目
か
ら
成
り

、
「
心
法
図

解
」

と
も

関
係

し
、

心
法

の
要
諦

を
箇

条
書

に
し

た
も

の
で
あ

る

(
日
本

古
思

想
大

系

30

『熊

澤
蕃

山
』

七

一
頁

)

(41)

 

こ

の
論

文

は

一
九
九

〇
年

七
月

、

日
本

文
学
協

会
第

十

回

研
究
発

表
大

会

〈
近

世
部

門

〉

の
席

上

で
報
告

し

た
も

の
を

、
加

筆

訂
正

し

た
も

の

で
あ

る
。

加
筆

部

分

が
増

え
た

た
め

、
後
半

部

は
紙
巾

の
都
合

上

、
意

を

つ
く

せ
な

か

っ
た
と

こ
ろ

が
多

い
。

怪
談

文

学
論

と
し

て
稿

を
改

め

て
書

き

つ
ぐ

つ
も
り

で
あ

る
。


